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覚えよう！

土木偉人

経
歴

　

田
中
は
1
8
8
8
年
長
野
市
に
生
ま
れ
る
。

1
9
1
3
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木

工
学
科
を
卒
業
後
、
鉄
道
院
、
総
裁
官
房
研
究

所（
後
の
鉄
道
省
大
臣
官
房
研
究
所
）に
勤
務
、

関
東
大
震
災
の
後
、復
興
院
土
木
局
橋
梁
課
長

（
後
に
内
務
省
復
興
局
土
木
部
橋
梁
課
長
）
と

し
て
復
興
橋
梁
全
般
の
設
計
指
揮
を
と
り
多
大
な
る
業
績

を
残
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
期
よ
り
東
京
帝
国
大
学
教
授

と
し
て
数
多
く
の
技
術
者
の
育
成
に
あ
た
り
、
戦
後
は
本

州
四
国
連
絡
橋
技
術
調
査
委
員
、
土
木
学
会
会
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
、1
9
6
4
年
76
歳
で
逝
去
し
た
。

　

総
裁
官
房
研
究
所
勤
務
中
の
留
学
や
視
察
を
は
じ
め
、

常
に
海
外
の
最
新
技
術
の
状
況
を
知
り
、
国
内
に
お
い
て

そ
の
工
学
理
論
の
導
入
・
実
践
を
試
み
る
な
ど
、
日
本
の

橋
梁
設
計
の
近
代
化
の
萌
芽
期
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

は
た
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
と
教

育
に
は
、
常
に
日
本
の
橋
梁
技
術
の
将
来
の
発
展
を
見
据

え
た
独
自
の
思
想
が
通
底
し
て
い
た
。

復
興
事
業
と
隅
田
川
六
大
橋

　

田
中
の
最
も
有
名
な
業
績
の
一
つ
は
、
復
興
事
業
に
お

け
る
膨
大
な
数
の
市
街
橋
お
よ
び
隅
田
川
六
大
橋
の
設
計

指
揮
で
あ
る
。
復
興
事
業
に
際
し
て
、
復
興
局
土
木
部
長
の

太
田
圓
三
が
西
洋
文
明
の
学
習
消
化
の
上
に
立
つ
日
本
独

自
の
文
化
の
あ
り
方
、
そ
の
具
体
例
と
し
て「
新
し
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
」復
興
橋
梁
を
求
め
た
の
に
対
し
、欧
米
の
技
術

に
通
じ
て
い
た
田
中
は
、
そ
れ
を「
最
も
進
歩
せ
る
形
式
を

採
用
」
す
る
と
読
み
替
え
、
当
時
の
最
先
端
の
技
術
、
特
に

理
論
面
で
最
先
端
と
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
橋
梁
技
術
を
採
用

す
る
こ
と
で
応
え
よ
う
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
隅
田
川

六
大
橋
の
設
計
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
架
橋
地
点
へ
の
異

な
る
型
式
の
採
用
に
加
え
、
ト
ラ
ス
構
造
よ
り
技
術
的
課

題
の
多
い
鈑
桁
構
造（
I
型
断
面
を
有
す
る
梁
状
の
構
造
）

を
一
貫
し
て
適
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

そ
の
橋
梁
型
式
に
お
い
て
も
、1
9
1
1
年
に
設
計
競
技

が
行
わ
れ
た
ケ
ル
ン
の
つ
り
橋
、お
よ
び
同
設
計
競
技
の
上

位
3
案
を
参
照
し
、
清
洲
橋（
1
9
2
8
年
竣
工
）
、
永
代

橋（
1
9
2
6
年
竣
工
）
を
ペ
ア
で
設
計
し
た
一
方
で
、
別

の
ド
イ
ツ
の
設
計
競
技
で
言
問
橋（
1
9
2
5
年
竣
工
）
と

同
型
式
の
案
が
一
等
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
知
り
満
足
な
様

子
を
み
せ
る
な
ど
、常
に
海
外
の
最
新
橋
梁
技
術
や
デ
ザ
イ

ン
の
傾
向
を
と
ら
え
、そ
の
中
で
の
日
本
の
技
術
の
位
置
付

け
を
意
識
し
な
が
ら
設
計
を
進
め
て
い
た
。ま
た
田
中
は
復

「理論派橋梁エンジニア」田中豊
─日本の橋梁設計近代化の先鋒

正会員　東京大学大学院社会基盤学専攻 助教　福島 秀哉

田中は、日本近代橋梁史上最も著名な技術者であり、現在橋梁に関する優れ
た業績に与えられる土木学会田中賞の名称となった人物である。田中が手が
けた復興事業の橋梁群、特に隅田川六大橋の特徴や、東京帝国大学の講義内
容などから、理論派橋梁エンジニアが日本の橋梁設計近代化の萌

ほう

芽
が

期に抱い
た思想の一端を紹介したい。

上司は
太田圓三だよ

写真1　�昭和通架道橋（鐵道省（1932年）
『御茶ノ水兩國間高架線建設概要』
より抜粋）
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興
事
業
の
最
後
に
復
興
橋
梁
図
面
の
記
録
と
出
版
を
指
示

し
て
お
り
、
自
ら
取
り
組
ん
だ
復
興
事
業
を
、
日
本
の
将
来

の
橋
梁
技
術
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
歴
史
的
な
意
義
の
あ

る
仕
事
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
復
興
橋
梁
の
多
く
は
現
在

も
現
役
の
橋
梁
と
し
て
東
京
の
生
活
を
支
え
て
お
り
、
特

に
清
洲
橋
、
永
代
橋
は
現
役
の
橋
な
が
ら
重
要
文
化
財
に

登
録
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
長
く
愛
さ
れ
て
い
る

名
橋
と
い
え
る
。
一
方
で
そ
の
後
田
中
は
、
日
本
の
橋
梁

技
術
の
将
来
に
向
け
、
自
ら
の
課
題
を
鈑
桁
構
造
の
長
径

間
橋
梁
へ
の
適
用
に
見
定
め
、
研
究
、
教
育
と
実
践
に
お
い

て
、そ
の
実
現
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

講
義
「
橋
梁
」
と
昭
和
通
架
道
橋

　

田
中
の
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
に
お
け
る
講
義「
橋
梁
」

に
は
、
ド
イ
ツ
の
橋
梁
工
学
を
ベ
ー
ス
と
す
る
理
論
を
重

視
し
た
内
容
、
一
般
的
な
力
学
原
理
か
ら
構
造
力
学
の
基

礎
、
橋
梁
の
構
造
理
論
へ
と
進
む
体
系
的
な
講
義
の
ス
タ

イ
ル
な
ど
、
海
外
の
技
術
的
発
展
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
つ

つ
、
設
計
と
施
工
、
さ
ら
に
そ
の
技
術
を
支
え
る
理
論
面
の

体
系
化
を
目
指
し
た
橋
梁
技
術
者
と
し
て
の
田
中
の
特
徴

が
よ
く
表
れ
て
い
た
。

　

講
義
中
さ
ま
ざ
ま
な
橋
梁
形
式
に
関
す
る
内
容
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
ノ
ー
ト
の
鈑
桁
の
項
の
タ
イ
ト

ル
の
左
肩
に“m

ost im
p.

”（
最
重
要
事
項
）と
注
意
書
き

が
書
か
れ
て
お
り
、
復
興
事
業
か
ら
継
続
し
て
課
題
と
し

て
い
た
長
径
間
鈑
桁
構
造
の
追
求
を
講
義
に
お
い
て
も
重

要
視
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
田
中
は
、
昭
和
通
架
道
橋（
1
9
3
2
年

竣
工
、
昭
和
通
り
に
架
か
る
総
武
線
の
架
道
橋
、
単
径
間
の

鈑
桁
と
し
て
は
当
時
最
長
）
を
指
し「
こ
れ
が
俺
の
狙
う
未

来
の
橋
に
通
じ
る
と
思
う
」
、「
自
分
は
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ

の
橋
を
架
け
た
が
、
簡
単
な
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー（
筆
者

注
：
鈑
桁
）
が
一
番
好
き
だ
。
し
か
し
周
囲
の
情
況
に
マ
ッ

チ
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
一
番
難
し
い
」
と
語
る
な

ど
、
長
径
間
鈑
桁
構
造
に
関
す
る
技
術
的
課
題
に
取
り
組

ん
だ
自
ら
の
仕
事
を
誇
っ
て
い
る
。

　

現
在
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
永
代
橋
や
清
洲
橋
で
は
な
く
、
市
民
に
は
あ
ま

り
着
目
さ
れ
な
い
昭
和
通
架
道
橋
を
、
橋
梁
技
術
の
発
展

と
い
う
観
点
か
ら
自
身
の
特
筆
す
べ
き
仕
事
と
し
て
と
り

上
げ
た
と
こ
ろ
に
、
常
に
日
本
の
技
術
の
将
来
性
を
考
え
、

単
純
で
合
理
的
な
構
造
を
好
ん
だ
田
中
の
思
想
の
一
端
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
カ
ル
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1
9
8
1
年
生
ま
れ
。
小
野
寺
康
都
市
設
計
事
務
所
、（
独
）
土
木

研
究
所
寒
地
土
木
研
究
所
な
ど
を
経
て
現
職
。
岩
手
県
大
槌
町
復

興
計
画
な
ど
地
域
再
生
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
空
間
デ
ザ

イ
ン
に
従
事
。
専
門
は
景
観
工
学
・
土
木
デ
ザ
イ
ン
。
主
な
受
賞

に
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
奨
励
賞
な
ど
。
博
士
（
工
学
）
。
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